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1. は じ め に
アスペクチュアリティの語彙的表現手段の一つであるシツヅケルの用法が，前項動詞のアスペ
クト的な性格と大きく関連することは一般的に認められている．例えば，‘～つづける’ が ‘継続
動詞につくのがふつうで，状態動詞や瞬間動詞にはつかない’ (寺村 1984: 177)といわれるよう
に，動詞のアスペクト的種類との関連や，シツヅケルの前項動詞が持続性を持つ動詞に限られ，  点
性を表す動詞ではシツヅケルが言えず(反復相的な場合を除いて)，持続性を持つ動詞でも，



















また，シツヅケルの後項の表すアスペクト的な意味は ‘継続’ と考えられ，‘している’ との区

































金田一 (1955)は，シツヅケルには事象の ‘継続’ を表す ‘継続態’ と，事象が繰り返し行わ
れることを表す ‘反復継続態’ の二つの用法があるとし，瞬間動詞には ‘反復継続態’ はあるが，
‘継続態’ はないとしている．この説はそのまま寺村 (1984)等へ引き継がれ，広く一般的に受け
入れられている．‘瞬間動詞には継続態がない’ (金田一 1955: 55)というのは，点的事象の場合
には ‘継続’ がなくて当然であるが，これでは瞬間動詞がアスペクト的性格としてもちうる ‘変
化過程’ や ‘変化後の結果’ の ‘継続’ まで否定することになる．例えば，寺村 (1984)では ‘な
る’ のような瞬間動詞に ‘なりはじめる’ は言えるが，‘なりつづける’ のような言い方はないと
し，変化過程があってもシツヅケルが使えないとしている1．
( 2 ) 寒くなりはじめた
( 2′ ) *寒くなりつづけた(寺村 1984: 177)
ところが，調査資料には次のような ‘なりつづける’ の用例がある．
( 3 ) アシニリロムゾの視界は無闇に明るく広かった．男の子の後姿は，随分小さくなっていた．しか
しまだ細かい動きが見え，小さくなり続けていた．(或る聖書)
( 4 ) 長崎県雲仙・普賢岳 (1,359メートル)の動きが気にかかる．地獄跡火口で刻々大きくなり続けて
きた溶岩のかたまり．不気味だ．(朝日新聞 1991 / 5 / 24)
——————————————————
1 ‘なる’ は ‘ . . .汽車の速度は次第にゆるくなった．’ (塩狩峠)のように，過程を表す副詞を伴うことが
できるため，瞬間に終わってしまう変化を表す動詞とは言えない．しかし，金田一 (1950: 8)の規定(第
三種の動詞に ‘“—ている” をつけるとその動作・作用が終ってその結果が残存していることを表わす．











( 5 ) しかし，それは，まにら丸だから後日進水させることができたのだが，第二号艦のような巨体で
は，一度滑走に失敗したら，再びそれを進水させることは不可能である．そのまま腰を下して，
船台の上に永久に固定しつづけるだろう．(戦艦武蔵)
( 6 ) 慣性の法則というやつだ．止まっているボールはいつまでも止まり続けている．だが，いったん
そのボールに力が加えられると，今度は動きだし，そして止まらなくなる．(ガラスの麒麟)



















4 (6) の ‘止まり続ける’ は森山 (1986)の言う ‘維持’ タイプとして捉えることができる．ただ，森山










● 手順q: シツヅケル(異なり語数 627，延べ語数 3414)の前項を抽出し，その中から使役形
‘(さ)せる’，受身形 ‘(ら)れる’ などの形と ‘～であり続ける’ と自他両用動詞はシツヅケ
ルの使い方を考察する対象とはなるが，ふつうの(自他)動詞とは異なるため，調査の便宜上
除外する．残ったものを自動詞と他動詞に分ける．









果の継続” を表し得るものは’ 後者と，‘いかなる文脈の中でも “—ている” で “動作の継
続”’ を表すことが ‘基本的であると考えられるもの’ は前者として分類する．このように，
‘登る，進む’ など，変化も動作も表し得るいわゆる二側面動詞(工藤 1995: 79参照)をも含
めるということで，主体変化動詞の範囲を少し緩めることとなった7．)
● 結果w: 異なりでは ‘主体動作動詞(自) +つづける’ が ‘主体変化動詞(自) +つづける’ の
約 1.8倍，延べでは ‘主体動作動詞(自) +つづける’ が ‘主体変化動詞(自) +つづける’ の
——————————————————
5 データは (a) “CD-ROM 版新潮文庫の 100冊” の日本文学作品 (48部)，(b) “芥川賞全集” (1～12,
15)，(c) “しろばんば” “夏草冬涛” 井上靖，“寺内貫太郎一家” 向田邦子，“真実一路” 山本有三，“人
間の壁” 石川達三，“世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド” 村上春樹，“恍惚の人” 有吉佐
和子，“二十四の瞳” 壷井栄，“なんとなく，クリスタル” 田中康夫，(以上は新潮文庫); “蒲田行進曲”
つかこうへい(角川文庫); “窓ぎわのトットちゃん” 黒柳徹子(講談社); “神の汚れた手” 曾野綾子(文春
文庫); “日本アパッチ族” 小松左京(光文社文庫); “雨の日文庫 4” (むぎ書房); “金田一耕助の秘密” プ
レス・コーポレーション，“七曲署の秘密” 西村淳 / プレス・コーポレーション，(以上は日本電子出
版)，(d) “CD-ROM 版新潮文庫大正の文豪” “CD-ROM 版新潮文庫明治の文豪” その他の小説，  以
上計 166部の作品と，(e)朝日新聞 ‘窓’ (1992～1993)，‘天声人語’ (1985～1988)から集めてきた．
6 その他，自動詞で主体動作動詞と主体変化動詞に属さない動詞には ‘あり続ける’ (6例)や，‘い続け
る’ (25例)や，‘存在し続ける’ (14例)などがある．ちなみに，前項が動詞ではなく，‘ある，いる’  な
どと同じく静的述語である ‘～であり続ける’ が 42例ある．
7 ‘進む，登る’ などは，シテイル形式で ‘動作の継続’ と ‘結果の継続’ のいずれかを実現し，主体の動










見られる．そして，延べと異なりの比から，前項が主体変化動詞である場合 (4. 04: 1)より主体
動作動詞の場合 (7. 28: 1)の方がはるかに値が高く，平均的な使用頻度が高いことが分かる．こ
こから ‘主体動作動詞 +つづける’ に使用が集中しており，‘主体変化動詞 +つづける’ はあま




(7. 28)を上回るもので，実例が 8例以上出るものには，‘眠り続ける (61)，座り続ける (35)，  立
ち続ける (23)，増え続ける (15)，進み続ける (14)，あがり続ける (11)，黙り続ける (11)，乗
り続ける (10)，登り続ける (8)’ (括弧内の数字は用例数)がある．これら 9単語の用例数 (188)
は ‘主体変化動詞 +つづける’ の全用例数 (291)の 65%を占めている．残りの単語は，5例のも














なりでは ‘主体変化動詞(自) +はじめる’ が ‘主体動作動詞(自) +はじめる’ よりやや多く，延
べでは逆に ‘主体動作動詞(自) +はじめる’ が ‘主体変化動詞(自) +はじめる’ より少し多いた
め，両者に差は認められるものの，シツヅケルの場合に見られるような際立った差ではないこと
が分かる．ちなみにシハジメルの前項の自他にも，シツヅケルの場合に見られるような差はない．
また，異なり語数では ‘主体変化動詞 +はじめる’ は 212あり，‘主体動作動詞 +はじめる’ を
——————————————————






主体動作動詞(自) +続ける 132 (64.71%) 961 (76.77%)
主体変化動詞(自) +続ける 72 (35.29%) 291 (23.24%)
計 204 1252
主体動作動詞(自) +始める 168 (44.21%) 693 (53.06%)



















( 8 ) 大晦日から正月の二日まで，久木は珍しく家に居続けた．(失楽園)











9 調査資料には ‘イ形容詞 +つづける’ の用例が出ていないが，母語話者から ‘(イ形容詞)くありつづけ
る’ の語形があることを教えていただいた．Web 上からも “ . . .私も微力ではございますが我が島立
がいつまでも素晴らしくあり続けるため明るく豊かな郷土づくりに向け頑張てまいりますので . . . ”
〈http://www.city.matsumoto.nagano.jp/www_cbox/html/chukou/kanpou/20020530/simadati.pdf〉
(2003年 7月 24日参照)と “ . . .常に自戒の念を携帯しつつ，自分自身に対してきびし～くあり続けな
ければ . . . ” 〈http://www.geocities.co.jp/PowderRoom-Lavender/5152/magic/tanitani/female.html〉
(2003年 7月 24日参照)と二例ほど採取できた．
 世界の日本語教育









































































動態とは ‘事態が，あり様を変動させること’ であり，静態とはそれを ‘変動させず同質的で
一様なあり様を呈すること’ である(仁田 2001: 17，ただし仁田 2001の用語では ‘動的事態’  と
‘静的事態’ となっている)．仁田 (2001)では，事象(仁田 2001の用語では命題)のタイプは，q
開始と展開と終了を持ちうる (+)か否 (−)か，w時間的限定性を持つ (+)か否 (−)かという基
準で動き(動作・変化)・状態・属性の三類四種に分けられている．動きはqもwも +であり，
状態はqが −，wが +であり，属性はqもwも −である．動態・静態との関連で言えば，動
きは動態であるのに対し，状態と属性は静態である10．








る．また，仁田 (2001: 19)では ‘子供ガ椅子ニ座ッテイル’ が動きとされる．動態の典型例で
はないが，どちらかと言えば静態ではなく動態的と考えられているのである．
しかし，静態にシツヅケルが言えないわけではない．‘?? ものが (10分してからも)あり続け
る’ のように通常は言いにくいが，例 (9) (10) (11)のように永続性や長期性が強調的に捉えら
れる場合には比較的に言いやすくなる．‘死ぬ，(ものが)とまる’ が変化後の結果を捉える場合も























静態の中でも存在動詞 ‘いる’ は，‘ある’ より用例がはるかに多く(注 6を参照)，その意志性
と関連してシツヅケルが言いやすい．意志性と動態との関連は金水 (2000)にも観察されている．










シツヅケルは，例 (15)では ‘途切れずにずっと . . .する’，例 (16)では ‘先行部分と同じよ









(17) “我が輩は猫である” を(3日で / 3日)読んだ．
(17′) “我が輩は猫である” を(*3日で / 3日)読みつづけた．
非限界動詞の ‘読む’ は，一定の構文条件(限界的な目的語を持つ)で，(17)のように ‘3日
で’ のような時間副詞句と共起でき，限界動詞として働くことがあるが(三原 2002参照)，‘読み
















中心的なメンバー: [持続性] [動態] [非限界]といった素性を持つ事象
探す，吸う，飲む，振る，話す，言う，しゃべる，歌う，叫ぶ，呼ぶ，聞く，見る，
眺める，読む，書く，歩く，走る，生きる . . . ; 泣く，鳴く，動く，降る . . . ; 考
える，思う，感じる . . . ; 抱く，持つ，立つ，坐る，跪く，乗る . . .
周辺的なメンバー: [持続性] [動態] [限界]といった素性を持つ事象
(窓を)開ける，(縄を)おろす，割る， . . . ; なる，変わる，沈む . . .
[持続性] [静態] [非限界]といった素性を持つ事象










考えられる．‘探し続ける，吸い続ける，飲み続ける’ など，前項が[持続性] [動態] [非限界]で
ある事象はシツヅケルが言いやすく，使用上の典型例となる．それに対して，前項が[持続性]
[動態] [限界]である事象や[持続性] [静態] [非限界]である事象は，典型例より少しずつ使用容
認の程度が下がる．















‘いつづける’ など，[持続性] [静態] [非限界]である事象で，意志性をもつものには，典型例
図 1
持                続                 性� 点性�
静                               態                                    動                                 態�
非                    限                   界� 限             界�
しつづける�








(24) その意味で，氏は生涯を通じて ‘前衛作家’ でありつづけた．(堀辰雄 人と作品)
(25) もちろん，遭難事故と事件とは関係ないと思います．しかし，琵琶湖は五十年間もずっと琵琶湖
でありつづけたという意味で，ちゃんと繋がっています．(琵琶湖周航殺人歌)
これに対し，[持続性] [静態] [非限界]である事象で，‘窓を開ける’ や ‘戸棚に物をしまう’
などは，結果の続きの場合，意志性が含まれるか否かの判断が難しく，‘窓を開け続ける’ や ‘戸




















のため，例 (20) ‘(電車の中で)戸棚から(一個の) (軽い)荷物をおろす’ のような場合には，持









静態は ‘同質的で一様なありさま’ (仁田 2001)をなし，必然的に非限界となる．非限界はシツ
ヅケルの後項の表す[終了限界に対する否定]と素性が合う．しかし，非限界には，静態のように






































学院 1998年度修士論文，未公開．)の一部と 2002年 9月に大連外国語学院(中国)の主催した第 3回中日韓
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